
現在、多くの人工林が主伐期を迎え、資源として本格的な利用が可能な段階となっています。主伐は次
世代の森づくりを始めるタイミングであり、これまでの施業方法や林業経営を見直すチャンスでもあります。

天竜森林管理署管内には、成林したテーダマツの人工林が約70ヘクタールあります。テーダマツは成
長が早く、30年程度で伐採が可能、成長が早いため二酸化炭素の吸収能力が高い、マツ材線虫病（マツ
枯れ病）に対する高い抵抗性を持つ、合板やパルプ原料としての利用価値が高い、といった優れた特性
を持っています。

現在、テーダマツ伐採跡地における天然更新や、テーダマツ植栽地における獣害対策及び管理手法
の試験研究を行っています。良い結果が得られれば、地拵・植付経費や下刈回数を削減でき、さらに標
準的な伐期が30年程度と短縮されるため、スギ・ヒノキに加え、新たな施業モデルとなる可能性があります。

このようにコスト低減の可能性を秘めたテーダマツの試験状況を広く林業関係者等に紹介し意見交換等
を行うため、天竜森林管理署・静岡県西部農林事務所天竜農林局及び静岡県農林技術研究所森林・林
業研究センターと連携して令和７年１２月４日に現地検討会を開催しました。（当日の参加者５３名）

天竜森林管理署長及び森林・林業研究センター長からの挨拶により開会し、【第１会場】において、テー
ダマツ植林箇所における育林状況や、コンテナ苗の根鉢の違いによる成長及びシカのテーダマツに対す
る嗜好性の説明を行いました。昼食を挟み【第２会場】において、昨年伐採及び搬出が完了して１年目の
天然更新を進めている箇所における更新状況調査の説明を行いました。また、【第３会場】において、天
然更新を進めて３年経過した箇所における試験研究内容の説明及び質疑応答を行ったあと、業界別に
班分けしてテーダマツ天然更新箇所の施業について取りまとめ、発表及び意見交換を行い、最後に天竜
農林局長から閉会の挨拶をいただき盛会のうちに現地検討会を終了しました。

早生樹（テ－ダマツ等）に関する

現地検討会を開催

【浜松市浜名区細江町 気賀第一国有林108は林小班】



【第１会場】となった箇所は、令和6年2月14日
にエス・エルワ－ルド株式会社及び静鉄ホーム
ズ株式会社と分収造林契約を締結した箇所で
あり、植栽樹種はテ－ダマツとなっています。

はじめに天竜署より現地の概要を説明し、分
収造林契約者から現地の育林業務を委託され
ている掛川市森林組合の尾崎氏より、テーダ
マツの施業履歴等を説明していただいたあと、
森林・林業研究センター山田上席研究員から
ペーパーポット苗とコンテナ苗との根鉢の違い
による成長とシカのテーダマツに対する嗜好
性について、説明をしていただきました。

参加者からは現地の成長状況に驚いたとの意
見や、国有林におけるテーダマツの収穫実績及
び今後の予定、根鉢の容量別試験についてコ
ンテナ苗との作業量及びコスト面の差異、30年
後の収益見通しや松くい虫抵抗性、風倒リスク
等について多数の質問があり、それぞれの質問
に対し研究センター及び天竜署より回答を行い、
今後の調査研究についてご理解いただきました。

１．テ－ダマツ造林箇所の育苗・育林について【第１会場】

・ペーパーポット

・ペーパーポット苗 ・コンテナ苗



【第２会場】となった箇所は、令和４年度に立木販売した箇所であり、令和６年８月に搬出
が完了し天然更新が進行している箇所で約１年経過しています。

当該箇所ではテーダマツの種子
供給源である母樹を保残していな
いこともあり、伐採時期の違いによ
り実生の発生状況に大きな違いが
でており、天竜署においてプロット
を設定し更新状況調査を行ってい
ます。

天竜署総括森林整備官から調査
結果を説明し、今後は実生未発生
区域において植栽エリア、種子散
布エリア、無対策エリアを設定し経
過観察を行っていくことを説明しま
した。

２．令和６年８月に搬出が完了した箇所におけるテーダマツ天
然更新状況について【第２会場】

【浜松市浜名区引佐町 霧山第一国有林137と林小班】



３．令和４年７月に搬出が完了した箇所におけるテーダマツ天
然更新状況及び意見交換について【第３会場】

【第３会場】となった箇所は、令和３年度に立木販売した箇所であり、令和４年７月に搬出
が完了し天然更新が進行している箇所で約３年経過しています。また、林縁にはテーダマ
ツが保残されており、伐採後も種子供給源となっています。

なお、隣接するスギ造林地にはテーダマツは侵入は見られません。スギ・ヒノキが生育し
ているところでは、テーダマツの種子が落ちても光環境が良くないと生育しないことが確認
できます。

天竜署総括森林整備官より母樹が残っている状態の伐採跡地における天然更新状況に
ついて説明し、その後、森林・林業研究センター山田上席研究員から地掻き及び播種の有
無が実生発生本数における影
響を把握することを目的とした
天然更新試験結果等について
説明していただきました。

参加者からは地掻きと地拵え
についての違いや、スギ・ヒノキ
との比較、シカ食害の影響等に
ついて質問があり、それぞれの
質問に対し研究センター及び
天竜署より回答を行いご理解を
いただき、その後、班分けして
意見交換を行いました。

【浜松市浜名区引佐町 霧山第一国有林137は林小班】



１班：静岡県天竜農林局等１班：静岡県天竜農林局等 ２班：森林・林業研究センター等２班：森林・林業研究センター等

４班：伊豆森林管理署等４班：伊豆森林管理署等 ５班：天竜森林管理署５班：天竜森林管理署３班：林業事業体等３班：林業事業体等

試験研究等の説明後、テーダマツ保育施業に係る検討について【天然更新現場におい
て、品質の良い合板用材を歩留り良く生産するためには、どのような施業が考えられるか】
をテーマとし、各業界ごとに５班に分かれて天然更新箇所の施業について意見出しを行い
発表していただきました。短時間での取りまとめとなりましたが、貴重なご意見をいただき感
謝申し上げます。今後の試験研究に役立ててまいりたいと思います。

【各班の発表意見】

１班：基本方針として１０年間は何もしない。その後、除伐・間伐の必要性を検討。目標とし
て補助金に頼らない低コスト施業モデルの構築。

２班：密度が高く施業方法に課題がある。土壌が薄いため、地掻き・地拵えの効果は限定
的。お金を掛けない施業（放置）、も試す価値あり。

３班：多数意見として自然淘汰で様子を見る（放置）。次点として①現時点で列状間伐＋機
械刈り（高コスト懸念）。②１０年放置後、優劣が明確になった段階で除伐。海外事例
の視察も重要。

４班：地拵えは必要（初期に実施すれば後のコスト削減）。施業案として①地拵え後、３～４
年放置。②下刈り時に筋狩りで本数調整。③リモコン式下刈り機の活用。除伐は広葉
樹侵入状況を見て判断。

５班：土壌養分競合による成長遅延懸念。放置でもテーダマツが優勢との見方。品質基準
は通直・生き節５ｃｍ未満。種子供給対策として母樹を列状に残す案。密度調整は２ｍ
間隔で列除伐＋脇を間引き。

【総括】
・多くの班で「初期は放置」「低コスト施業」が共通意見。
・地拵えの有効性や本数調整のタイミングは班ごとに差。
・海外事例や材利用の検証も今後の課題。

３．令和４年７月に搬出が完了した箇所におけるテーダマツ天
然更新状況及び意見交換について【第３会場】


